
指導内容
・

指導方法

①貨物列車に入れる果物の種類、個数を指示する。
②指定された種類、個数の果物をケースから取り、
　貨物列車に入れる。
③入れた果物の数を数え、数字を貨物列車の先頭に貼る。

特徴
・

留意点

知的障害教育部門

教　材　紹　介　カ　ー　ド 教科等

〈材料〉
果物：フェルト、綿、糸
電車：調味料ケース、マグネット、
紙（貨物列車のイラストを印刷しラミネートしたもの）

〈製作上のポイント〉
・果物を作りやすく分かりやすいものにした。
　色味も同系色のみにならないようにした。

国語・算数

部　門

　材料・
　　製作上
 のポイント

教材名 すうじのれっしゃ

・ものとものとを対応させ、同等・多少に気付く。
・ものと数詞を対応させて数える。
　

写　真

ねらい

・実際に児童が操作する果物は、
　操作のしやすさとイメージの持ちやすさを求め、
　フェルトと綿で作成し立体感を持たせた。
・提示する果物の量や種類を変えることによって
　発問の難易度や内容を変えることができ、
　児童のレベルに応じた発問をすることができる。




